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　Abstract : Structural properties and quartz subfabrics of some deformed quartz porphyry
sheets occurred in the Gosaisho metamorphic rocks. Abukuma Plateau. Northeast Japan.
are described. These sheets exhibit ａ｀tleast: three sets of minor structures (schistosity,
small-scale folds and lineation) . During formation of the first set, the quartz porphyries
acquirec! ａ schstose fabric (Sm) parallel to the schistosity (Si) developed in the host rocks
under the flattening stress normal to the Si. The main deformation episode recognized in
the sheets is the B3･folding that affected the major structure of the surrounding metamorphic
rocks. The last episode is characterized by kinking.
　The strain pictures induced from dimensional subfabric analysis of deformed quartz phenocrysts
are characterized by flattening normal to Sm or Ｓ３and elongation towards L3. ０ｎ the other hand,
those induced from ，fine-grained quartz in the ground･mass are characterized by the remarkable
elongation towards L3. The discrepancy of the strain pictures between both quartz grains may be
interpreted as follows. The fine･grained quartz is recrystalliezd syntectonically with B3-folding.
On the contrary, quartz phenocrysts are suffered from polyphase deformation, i. e, Si-deformation
and S3-deformation. At any rato, as things are, deformed quartz grains in the meta-quartz
porphyry may be the only clue to make the strain pictures of the Gosaisho metamorphic rocks.
　The c-axes of flattened phenocrysts which have been partially replaced by ａ mosaic of quartz
grains may form imperfect cross･girdles intersecting in Y of the strain ellipsoid, YZ-girdle or YZ-
cleft-girdle. Especially, flattened phenocrysts which have been replaced by ａ mosaic of quartz
grains have ａ tendency to show the distinct cross-girdles. So, the origin of cross･girdle may be
interpreted as ａ result of the formation of new quartz grains from the phenocryst under the
flattening stress at the Ba-folding, as already clarified by SHELLEY (1971)｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　ま　え　が　き
　複雑な変成帯の変成・変形時相を明らかにする上で，変成岩脈の解析が極めて有効な方法の１つ
であることは，古来内外の研究者により指摘されているところである．こうした方法論は, 1960年
代中期の「変成帯」総研の際にも力説され，問題の変石英斑岩～流紋岩質岩脈も阿武隈グループ内
で一時注目されたことがある．原(1966)は岩脈中に発達する面・線構造の概要を列記し，ついで
石基の再結晶石英粒のc-axis subfabric を予察的に行ないその形成機構を推測した．しかしなが
ら，その後，これらの岩脈が本地域の構造発達史のどの時点において這入したかが鮮明でなく，か
つ，周囲の変成岩類と同一の変成度を示すだけで，岩脈の這入前後における温度の変遷が明確にな
らないため，グループ内でその存在か問題にされることはほとんどなくなった．
　しかしながら，筆者は，上述の変成岩脈の重要性が念頭から去らず，加えて，岩脈それ自身，岩
脈内の残品石英粒，変成鉱物が種々の変形特性を示すことから自ずと目を引くため，この岩脈に関
心を寄せ折にふれ調査を進めてきた．そして，この岩脈が，母岩の変成岩類とともに，一連の複時
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相の摺曲運勁を被っていることを明らかにするとともに，残品石英の歪みがSi, S3 (梅村. 1970)
に平行なflatteningとL3（S3に対応する線構造）方向のelongationとで規定されていることを
示した（梅村, 1971).なお，大平（1970）も，母岩と調和的な摺曲劾造を示す変成石英斑岩脈を
報告している．
　近年，摺曲構造を示す地域の構造解析においては，榴曲における最大圧縮歪みの主軸の配列様
式と圧縮歪みｍの変化の様式を求める方法がとられてきている．その折，岩石の歪みの状態は１
つの歪み楕円体によって示されるが，この岩石の歪みの型は，ブーディン，変形した化石や扉，
石英粒などに反映されている．また，石英のc-axis subfabric の形成機構に関しては，その歪み
像とファブリック・パターンとの対応関係か，有力な手がかりのｉつになることか知られている
　(Sylvester & Christie, 1968, Shelley, 1971にHara, 1972, TULLIS et al., 1973】.
　けれども，複変形で各時相における歪みｍが不明な阿武隈帯では，こうした高次の解析法はこれ
まで試みえられなかった．しかしながら，御斉所変成岩類中に頻出する変成石英斑岩脈の逃入の場
や，地域の違いによる歪みの多様性，種々の石英粒一①残晶の斑晶石英（単結晶のまま→完全に
モザイク化），１～3 mm,②石基を構成する細粒の石英1前者のVlOO以下の大きさ，③母岩の石
英粒－のsubfabricの結果を考慮に入れると，御斉所変成岩類の基本構造形成時の歪み像, c-axis
subfabricを，ある程度，推測できるのではないかと考えられるにいたった．
　本稿では，上述の岩脈の変形特性を，変成岩類の変形史と照らし合わせてより詳細に記載し，つ
いで, 2, 3の岩脈における石英粒の形態定向配列，および, c-axis subfabric の解析結果を報告
し，阿武隈帯の造構造作用史を明らかにするためのステップとした,い.　　　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　n　地質一般●変石英斑岩脈
　阿武隈変成帯の東半部は，塩基性片岩・角閃岩を主とし泥～珪質片岩を狭在する御斉所変成岩類
からなる．同変成岩類の基本構造は，ＮＮＷ－ＳＳＥ方位の軸をもつ鋭角的な背斜・向斜構造の繰
り返しで特徴づけられる．これらの榴曲構造の落としは，東部でＳＳＥに西部でＮＮＷに緩く落と
し，その波長は，東方から西方に向けてやや大き･くなる殖向かあるが，２～３ｋｍである．
　こうした御斉所変成岩類のほぽ全般に渡って，変成石英斑岩～流紋岩質岩脈が貫入している，そ
の分布の主体は御斉所地域の北東部で，特に，入遠野岩体の北方に頻出する（岩脈の分布・地質の
詳細は５万分の１「竹:貫」図幅参照）．これらの岩脈の産状は大別して次の３つの型－①５万分の
１の地質図に示しえるレンズ状の小岩体，最大のものは東西0. 5km,南北1. 5km,②特定の地域
に密集し群をなすもの，幅数10cm～数ｍ，③孤立して産出するもの，１～２ ｍ一一一に分けられる
が，各々の貫入時期の前後関係，起源の同一性などの相互関係は判然としない，いづれの場合で
も，岩脈は変成岩類の片理面（SI）に調和的ないし，やや斜交して貫入している（図版－Ａ）．目
下のところ，その産出が特定の層序，断裂系，構造的位置に規定されているとは思えない.
　MIYASHIRO (1958)によると，御斉所変成岩類の変成度は東方から西方にかけて上昇し，大部
分角閃岩相に属する．岩脈も母岩と同じ程度の再結晶作用豪受け，石英，斜長石，黒雲母，白雲
母，緑泥石などを生じ，石基はモザイク化している．なお，残晶鉱物として石英，斜長石，正長石
の斑晶が多量に，黒雲母かごく小ｍ存在する．残晶め石英は融食形を示すものから波動消光の著し
いもの，一部モザイク化→完全にモザイク化するものまで種々の特性を示す，こうした斑晶の様態
と，後述する変形特性との対応関係は鮮明でない．
　本稿で記載する標本は，入遠野地域北西部の泥質片岩（緑レン石角閃岩相に相当する）中で採取
されたもので，その産状は上述の②に該当する．採取地点は，構造的位置からすると摺曲の翼部に
あたるが，岩脈中には顕著な変形構造が多数見いだされる．考察の対象はかように東部地域のもの
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であるが，西部の岩脈も予察的に検討しているので，御斉所変成岩類の歪み特性にづいて論述する
場合，必ずしも上記の地域の資料だけに基づくものではない．
　変成岩類の変形の概要については次章に委ねる．
　　　　　　　　　　　　　　ｍ　変成岩脈の示す複時相の変形特性
　変成石英斑岩脈の分布する御斉所地域では，４回以上にわたる異なる性質の変形作用が認められ
る（梅村, 1970).その第１期は，層面片理（SI）の形成で，最大圧縮歪みの主軸の方向が層理西
に垂直であったと考えられる．
　第２期は，西部の竹貫変成岩類の基本構造（ドーム状背斜）の形成に対応する変形作用である．
　これまで，御斉所変成岩類のアコーディオン型の基本構造は，竹貫のドーム状背斜を形成した変
　形作用と密接に関連して形成きれたと考えていた．しかしながら，最近の調査により，この考え
　を以下のごとく改める,必要が生じてきた．詳細は別の機会に報告するつもりであるが，竹貫地域
　の摺曲，ブーディン構造の歪み特性を考慮に入れると，ドーム状背斜の形成機構をbending fold
　(RAMBERG, 1963)に求めるのが妥当になった．この事実は，御斉所地域のアコーディオン型の
榴曲がbuckling fold に近い特性を示すことと著しく矛盾する．このように，両変成岩類におい
て，基本構造形成のメカニズムに基本的な差異が見いだされたことにより，両者の基本構造形成
が，同一時期の一連の変形作用に由来したという可能性は極めて薄くなった．そこで，層位的に下
位の竹貫ドームの形成に関与した変形運動の場が，上位の御斉所変成岩類に及んだかどうか診及ん
だとしたらどの層順まで達したかが次の問題になる．このことは，２期のドーム構造に対応する構
造が御斉所変成岩類中に存在しないこと，さらに，後述する３期の変形に先行すると思われる微構
造群は存在するが，それらが基本構造の形成に結びつく可能性は乏しいといった根拠により，不確
定ではあるが，次のように推察できる．第２期の変形作用においては，現在みられる御在所変成岩
類の柳本構造に先駆する構造は形成されたかもしれないが，その概要の形成までにはいたらなかっ
た．つまり，少なくとも，本稿で記載される標本が採取された地域では，第２期の変形の影響はほ
とんどなかったと考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　第３期の変形作用は，御斉所変成岩類の基本構造を形成した榴曲運動である．この変形作用は，
御斉所変成岩類全般に渡って顕著であるが，東方から西方に向うにつれて弱まり，竹貫変成岩類
中では極めて微弱になる．この榴曲の形成機構は，軸面劈開・鉱物の配列様式からしても，鋭角
･的な摺曲の形態そのものからもbuckling fold と判断できる．また，榴曲軸部における雲母類の
　(001),石英のｃ軸のfabric pattern,軸面劈開の様式，摺曲の波長と幅(width, Handin,
1971)の比なども東方から西方にかけて変化するか，こうした変形特性の地域的な分布は, MiYA
SHiRO (1958)により示し出された鉱物学的な変化と酷似する（梅村. 1974).従って，第３期の
変形作用は，現在の変成度を規定した変成作用と密接に関連するものと言える．このように，第３
期の変形作用は顕著で広域に及んだにもかかわらず，その歪み像を解析する試みはまったくなされ
ていない．この原因は複変成．変形のため，個々の変形時相の歪み像を解析することが‘難しいこ
と．さらに，解析に有効な方法や標本か見あたらなかったことにあると思う．問題の岩脈は，後述
するごとく，この変形作用を受けていることから，その歪み特性を考察することによって，この時
相’の摺曲の歪み像の一端を知る手掛かりか得られた．
　第４期の変形作用は，層面片理のkinkingである．この時相の歪みは, kinkingの起こった局
所的な領域に限られ，それ以外の領域での歪み量は無視できる(Hara, et al, 1971).
　従って，以上述べてきた変形史の中で，岩脈の変形，残晶石英，石基の石英の形態定向配列に多
かれ少なかれ影響を与えたのは，第１期，第３期の変形作用と言える．
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　次に，上記の変成岩類の変形史を参照しながら，こめ岩脈の示す大，中，小規模におけ･る変形特
性を列記する．
　岩脈の多彩な産状については先に述べたが，これど同様に，母岩の変成岩類のs1に対する貫入
の仕方も同様で，slに完全に平行である場合からかなりの高角度で貫入するものまである（図版
-B). 1つの岩脈でも，部分的に平行であっても，枝分かれしたものがじぐざぐないしネット状に
近い形態で貫入するといった具合である．一般に，これらの変成岩脈中には，雲母類の配列によっ
て輪郭づけられる面構造（s。）が容易に識別される（図版一C, E).ごれらのs。ぱ，s1ほど顕
著な面構造ではないが，s1と同一の方向を示す，もしくは，低角度ながらそれに斜交している．前
　Ａ
　　　第１図　黒雲母の(001) subfabric.
Ａ.標木採取地点，入定。 Ｂ． 原(1966)による
Contours : 10－ 7 － 5 － 3 － 1 ％，測定数200o
Ｂ
者の場合が多い．このSIとS。の関係は，岩脈の貫入の時期，被った変形作用の履歴を知るうえ
ですこぷる重要であるが，母岩との接触部では小断層が存在したり，枝分かれしている部分では両
者の関係が不鮮明だったりで判然としない．第１図は，変成石英斑岩中の雲母類の(OOl)subfabric.
の結果マあるが, fabric patternはS。に対応する,１つめ弱い極大点をもつ大円で，そのgirdle
axisはB3摺曲の軸に一致する．こうしたS。の特性から予測される貫入の時期であるが，貫入は
S1変形前に終了したのではなく，S1変形作用のある時期で，SI変形を若干こうむったと考えるの
が最も合理的と思える.S。が発達する岩脈中の残晶の石英粒が，S1に平行なflatteningをほと
んど示さない例があることも，こうした見解を支持するものであろう．
　このS。が著しく榴曲している露頭か，入定地域で見いだされた．この岩脈は，幅20cm程度
で，泥質片岩のS1にほぽ平行に貫入しており，岩脈全体は板状で見かけ上変形していないが，内
部でS。が複雑な微榴曲を示している（図版－Ｄ，Ｅ）．この岩脈と変成岩が接する一部では小断
層が発達し，その接触部はじぐざくに入り組んでいるか，変成岩類と共に岩脈は一連の榴曲構造を
呈している（図版一Ｃ）．この泥質片岩の摺曲は，その軸の方位・落とし，その形態からしても，
まさしく御斉所変成岩類の基本構造に対応するもので，岩脈が，変成岩類と共に，一連のB3摺曲
運勁を受けたことを提示している．また，同じ入定地域では，波長ｌｍに近い規模で岩脈が摺曲し
ているのが観察されるが，この榴曲もB3摺曲に対応するものと思える．先に，大平(1970)は，
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　雨降山地域で母岩と調和的な変成石英斑岩脈＊を示したが，この例はそれに対応するもので,あろ
‘う．なお，この岩脈中には微榴曲は認められなかった.
　S。の示す微摺曲を鏡下で観察すると，黒雲母がS。に平行，もしくは直交して配列しているの
　が認められる．雲母に富む層が厚い場合，黒雲母は後者の配列特性を示す．一般に，S。は，残晶
　の石英，長石類をとり囲むような様態を示すため，小さく波打っている．白雲母は，一部S。に平
　行，一部軸面方向に配列しているが，総じて複雑な配列を示している．，図版n-D,にみられるご
　とく，軸面に平行な小断層(fracture cleavage に相当）がしばしば発達し，S。はそれに沿いか
　なり転位七ている．また，S。に平行な石英脈（モザイク化）が榴曲している標本も見いだされ
　た．この摺曲を含め，変石英斑岩脈の榴曲の軸部では，石英は，残晶石英であれ，再結晶石英であ
　れ，定向形態配列を示さない．
　　なお，特殊な榴曲として, kink一摺曲に近い屈曲を示すものが観察された（図版－Ｆ）．この摺
曲の軸は高角度で落とし.S。に平行ないし直角なfractureが著しく発達している．近隣の変成岩
類中にもこうした軸方位を持つ榴曲が観察されるが，すべての摺曲に重なっており，最末期の摺曲
運動に相当するものとみなされる．この型の榴曲を示す岩脈は，小綱木で見い出されているだけで
ある.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　S。上には，こうしたB3摺曲に相当するちりめんじわ,鉱物線構造（黒雲母の定向配列）がみとめ
　られる．これは，小岩体をなす岩脈以外のものにはほとんど発達している，この他，B3榴曲軸に高
　角度で斜交する方向に残晶状の黒雲母の配列が認められることがあるが，この起源は不明である．
　　このように，変石英斑岩脈の変形の度合は，変成岩類のそれに比して弱いと言えるか，岩脈中に
認められる種石の変形構造を考慮すると，岩脈は，御斉所変成岩類のこうむった変形作用をすべて
体験したと言うことが出来る．　　　　　　　　　　／
Ⅳ　石英の形態定向配列の解析
　石英の形態か，岩石全休め歪み(mean pure strain)の歪み楕円体Ｒ:調和的である例は，変形し
た天然の岩石中においてしばしば報告されてきている(Brace, 1955；Flinn, 1956；HARAi
1966).そこで，ある平面において石英の歪みか観察された場合，それは楕円によって表わされる
が,ヽこの楕円は，その平面が岩石全体の歪みの歪み楷円体を切断した時に表現されたものと言える．
そして，この平面か，歪み楕円体の２つの歪みの主軸を含む面に一致するなら,.その楕円の軸は，
歪みの主軸に相当するとみなされうるべBRACE, 1961).これから行なう変石英斑岩中の種々の石
英粒の形態定向配列の解析においては，こうした知識を背景におくこととする．勿論，ある面での
石英の定向配列の方向，および，それに直角な方向一統計的に有意であるーが，その面での歪みの
主軸とみなされるためには，変形前に石英粒に定向配列がなく，均質に，かつ歪んだ岩石全体の歪
み楕円を示すように変形するという条件が満たされねばならない．遺憾ながら，こうした厳密な条
件は，問題の岩脈の変形ではとても期待できない．しかしながら，岩脈の変形の状態を記載し,’現
在までの様態に至るまでの変形の過程を考察するため，敢えて，岩脈内の種々の石英粒の形態定向
配列の特性を考察した．なお，歪み楕円体の３つの主軸は, X, Y, Zとする（Ｘ＞Ｙ＞Ｚ）．
　石英粒の定向配列の方向と度合を統計的に処理するに際しては, CURRAY (1956)の方法によ
った．
＊　５万分の１図幅「竹貫」の説明書「竹貫地方の地質」43ページ参照
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第２図　残晶石英の見かけめ粒径の分布．
　　　　薄片:ａｃ.縦軸はfrequency.
　Ａ：残晶の斑晶石英の形態定向配列
　入遠野地域の４ヶ所の岩脈（標本I, n.Ⅲ, IV)において，残晶の石英の定向配列か検討され
た．その結果は第1～4’表に示されているが，その概要を標本ごとに列記する．なお斑晶石英の粒
度は第２図に示す通りで，３～４ｍｍに達するものもあるが■ 1 mm内外のものが最も多く，肉眼
で識別でき，歪みの状態もある程度察知できる．粒径はａｃ薄片において測定されたもので，各粒
の長軸倒と，それに直角な短軸（Ｂ）から1/ぷji‾として表現してあるjなお，伸長度はＡ/Ｂ比とし
て計算された．標本によって，粒度に多少の差異がある．なお，　１枚の薄片内の斑晶石英の数は35
±である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜
　標本Ｉ：　Ｓ。の発達が著しく，残晶の石英は少ないが斜長石の残晶は多い．石英は比較的粗粒
で，一般に波動消光か著しく，一部モザイク化している.゛’
　ａＣ薄片におけるvector mean （定向配列のある方向）は，S。とａｃ面’との交線方向に一致する．
統計的に有意であるがvector magnitude （定向配列め度合）は小さい.bc薄片のvector mean
は，S，とbc面の交線方向と17°くらい斜交するが, vector magnitude ,は極めて高い値を示す.
ａｃ薄片における長軸のvector mean は，L3と5°～7°くらい斜交する方向で, vector magnitude
も大きい．以上のごとく，３つの直交する面で定向配列が認められたが，その方向を考慮に入れる
と，短軸ＺはS。に垂直な方向，長軸ＸはL3方向，中間軸ＹはS。面にあってL3に直角な方向
であると言える. ab, ac, be面におけるＡ/Ｂ（長軸と短軸の比．測定数, 100の平均）の値は，
それぞれ, 1.67, 1.52, 2.32で，bc薄片での伸びが著しいことがうかがえる．この数値は，歪
みの主軸X, Y, Zを上記のごとく決定したことを支持するものである．すなわち，ＸＹ面, YZ
面でのＡ/Ｂは値はほぽ近似的であるのに比して，ＸヽZ面でのそれは著し＜大き＜，Ｘ＞Ｙ＞Ｚ
ゝ
Ｊ
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であることか歴然としている．以上のことから，標本Ｉの残晶石英の歪み像は．Ｓ。に平行な
flatteningとL3方向へのelongation,双方によって特徴づけられると言え奉．
　　　　　　　　　　　　第１表　標木Ｉにおける石英粒の形態定向配列の資料
標　本
番　号
石英粒
の種類
薄片 Vector Azimuth　　(degree)
Vector?匿漂 Probability， Significant
変
石
英
斑
岩
Ｉ
残
晶
の
斑
晶
石
英
ac 尽s- 70.8 0.698E Yes
ac べs- 69.2 0.540E Yes
ac 稲恥 55.9 0.197E Yes
ac 惣s･ 63.5 0. 252E Yes
ac 回s- 64.0 0.173E Yes
ac 尽s- 63.1　， 0.371E Yes
ac V Ojn　14 63.9 0.313E Yes
ac 仙s- 54.7 0.307E Yes　・
be VASs　18 83.1 0.lOlE y ・ .　Yes
be
V∧S。
　14
82.0 ‘0. 434E Yes
ab Ｖ∧L3　６ 79.2 0.124E Yes
ab Ｖ∧Ｌ３　６ 70.6 0.157E Yes
石
基
の
再
結
晶
石
英
ac V∧Sm　63 20.4 . 0.125E No
ac 仙s- 25.6 0.358E Yes
ac ﾂﾞｰづ 23.3 0.663E No
be 郷s- 79.6 0.178E Yes
be V^Sm　11 76.2 0. 561E Yes
be
V∧S。
　14
69.9 0. 542E Yes
ab V^Ls　15 42.1 0.137E Yes
ab V∧L3　18 36.8 0.135E Yes
ab
VLs
　13
73.9 0.359E Yes
ab VLs　18 45.3 0.356E Yes
　　Ｖ: Vector mean　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　標本ｎ：　残晶の石英は比較的細粒で，量が少なく，１枚の薄片内で15土である．標本Ｉと同
様，波動消光は示すがモザイク化はしていない．斜長石，正長石の残晶は多い.
　ac, be薄片におけるvector mean の方向は，それぞれの面とS。の交線にほぽ一致するが，
後者が著しい定向配列を示すのに対し，前者は統計的に有意でない場合が多い．他方，ab薄片に
おけるvector mean の方向は，L3と低角度をなし, vector magnitude, 53.4で統計的に有意で
ある．以上のことより，歪みの主軸Ｘは，abとbcの交線すなわちL3方向に一致し, Y, Zは
共にａｃ面内にあるがその方向は決められない（Ｘ＞Ｙ幸Ｚ）．
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　なお，上記のごとく，ａｃ面でのvector mean が統計的に有意で，その方向がａｃとS。の交線
方向である薄片が１，２存在する．この場合，Ｙ＞Ｚで，ＹはS。面内でL3に直角な方向と言
える．すなわち，S。へのflatteningの様相が僅かにうかがえる．同一岩脈内でも，このように歪
みが多少違うことがうかがわれる．いずれにしても，標本Ｈの残晶石英の示す歪み楕円体は，L3
方向にelongationを示すprolate型で特徴づけられ.ると言えよう. ac, ab, bc面上におけるA/B
の値は, 1.39, 1.48, 1.74で上記の結果と矛盾しないｙ
第２表　標本ｎにおける石英粒の形態定向配列の資料
標　本
番　号
石英粒
の種類
薄片 Vector Azimuth　　(degree)
Vector7匿謔 Probability Significant
変
石
英
斑
岩
皿
残
晶
の
斑
晶
石
英
ac 仙s･ 50.5 0.133E Yes
ac 尨s- 49.9 0.143E Yes
ac Ns･ 31.1 0.108E No
ac 6 57.9 0.803E Yes
ac 8 " 52.5 0.730E Yes
be 惣s- 74.6 0.443E Yes
ab
VLs
　20 53.4 0.591E Yes
石
基
の
再
結
晶
石
英
ac 惣s･ 39.8. 0.357E Yes
ac 惣s･ 53.9 0.468E Yes
ac 稲s- 47.1 0.152E Yes
ac 尽s- 36.5' 0.130E Yes
be 惣s･ 76.3 0.225E Yes
be 6 69.8 0.266E Yes
ab V^Ls　９ 42.5 I　0.118E Yes
ab
V^Ls
　６ 67.3 0.147E Yes
　　Ｖ: Vector mean
　標本Ⅲ：　黒雲母の配列で識別できるS。が明瞭で，残晶状の粗粒の黒雲母が少量認められる。
残晶石英は少なく，モザイク化，波動消光ともに顕著でない／残晶の斜長石は少ない｡
　ａｃ薄片におけるvector mean の方向は，S。とａｃ面との交線方向とおよそ15°くらい斜交が
るが，比較的高いvector magnitude を示す。４つの標本のうち，ａｃ面でのvector meanがすべ
て統計的に有意であるのはこの標本だけである.bc面のvector mean は，bcとS。の交線方向
に一致している。一方，ab面におけるvector mean の方向は，L3と任意の角度をなし，それぞ
れ統計的に有意でない。以上のことより，ＺはS。に垂直な方向｡Ｘ，Ｙは共にS。面上にある
が，Ｘ≒＝Ｙでその方向は定まらない。すなわち，標木皿の石英は，S。に平行にflattaningしだ形
態で特徴づけられ，いわゆるoblate型の歪み楕円体に相当している. ab, ac, be面上における
Ａ/Ｂの値であるか, 1.35, 1.49, 1.54で，統計処理から推測される歪みの性格を考慮すると，
ac, beでの値が，abのそれに比してもし少し高い値を示してもよさそうな印象を受ける。
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　　第３表　標本Ⅲにおける石英粒の形態定向配列の資料
14ろ
標　本
番　号
石英粒
の種類
薄片 Vector Azimuth　　(degree)
Vector勿忿燈 Probability Significant
変
石
英
斑
岩
Ⅲ
残
晶
の
斑
晶
石
英
ac 惣s- 45.6 0.358E Yes
ac 惣s･ 68.9 0.841E Yes
ac 惣s･ 61.8 0.979E Yes
ac ‰s･ 56.4 0.334E 1　｀　　　　　Yes
ac
VASs
　16
54.4 0.401E Yes
ac
VAS。
　12 66.8 0.102E ･Yes
ac 惣s- 65.4 0.253E Yes
ac 陥s- 43.7・ 0.659E Yes
be 尽s- 72.8 0.174E Yes
be 郷s- 74.5 0. HIE Yes
be Ns･ 65.6 0.164E Yes
be 仙s･ 66.6 0.139E･ 几　　Yes　，
ab
V∧L3
　41 11.2 0.524E No
ab V^Ls　18 32.5 0.301E Yes
石
基
の
再
結
晶
石
英
ac 惣s･ 42.6 0.114E Yes
ac ＶＡＳｸ7、　4 40.8 0.240E Yes
ac ぢ)s- 53.0 0.465E Yes
be 尨s- 79.9 0.256E Yes
be 惣s- 90.0 0.252E Yes
be
，　ＶＡＳ。
　　　　２ 57.1 0.103E Yes
ac VLs・４ 71.2 0.970E Yes
ab V^Ls　７ 65.8 0.137E Yes
Ｖ ：Vector mean
　標本IV :　S。 は，bC断面では明瞭であるが，ａＣ断面では黒雲母が特定の面に配列しないため
鮮明でない．石英は波動消光を示し，一部モザイク化する．残晶の斜長石は少ない.
　ac, be薄片におけるvector mean の方向は，それぞれの面とS。の交線にほぽ一致するが，
後者における定向配列の度合がすこぶる大きい．一方，ab薄片におけるvector mean の方向は，
L3と20°くらい斜交する．以上のことよ.り，歪みの主軸Ｚは，Smに垂直な方向，ＸはL3におお
むね一致する方向，ＹはａｃとS。の交線方向と判断できる．すなわち，解析された歪み楕円体
は，残晶石英が，S。に平行なflatteningとL3方向へのelongationを伴なう変形をこうむった
ことを示している．なお，bc面でのvector magnitude がａＣ面のそれに比してかなり大きいこ
と，さらに, ab, ac, beにおけるA/B　の比― 1.36, 1,52, 1.86を考慮すると，L3方向への伸
びが，S。へのflatteningに比して卓越していると言える（Ｘ＞Ｙ＞Ｚ）．
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第４表　標本Ⅳにおける石英粒の形態定向配列の資料
標　本
番　号
石英粒
の種類
薄片 Vector Azimuth　　(degree)
Vector7太昌 Probability Significant
変
石
英
斑
岩
脈
IV
残
品
の
斑
晶
石
英
ac v^s. 67.8 . 0.104E Yes
ac 匹s- 70.9 0.425E Yes
ac 惣s- 65.0 0.301E Yes
ac 惣s- n.A ‘0. 700E Yes
be べs･ 87.6 0.457E Yes
be べs･ 88.5 0.369E Yes
be ﾘ)s－ 71.0 0.729E Yes
ab
V∧L3
　28 47.3 0.143E Yes
ab
VLs
　10
60.7　. 0.585E Yes
石
造
の
再
結
晶
石
英
ac 惣s- 24.0 0.561E No
ac
ＶＡＳ。
20.2 0.119E No
ac
V∧s
49.3 0.522E Yes
be 惣s- 65.7 0.662E Yes
be ys- 67.1 0.103E Yes
be 惣s－ 76.2 0.242E Yes　’
ab
Ｖ∧Ｌ３
　２ 54.1 0.583E Yes
　　Ｖ: Vector mean
　かくして，残品石英の形態定向配列の解析結果を述べてきたわけであるか，まず目につくこと
は，明らかにされた歪み楕円体か，S。へのflatteningとL3方向へのelongationとで規定され
ていることである．一応，ｍのごとくflatteningが顕著な型，ｎのごとくelongationが著しい
型，Ｉ，Ⅳのごとくelongation, flatteningを共に顕著に示す型に大別できるが，いずれの型も単
純でなく，程度の差こそあれ，双方の変形を被っている．つまり，ｎ，Ⅲでは，一方が他方に比し
てより強く, I, IVでは，両者差が比較的小さかったと言える．おおまかに言うなら，L3方向へ
のelongationがS，へのflatteningに比して著しい標本が多いと言えよう．
　こうした歪み楕円体と. u, s。のような要素的構造との幾何学的な調和性は，それか，S1時
相，および，L3時相の変形作用を経て形成されたことをうかがわせる．歪みの多様性と複時相の
変形作用の関係については後に触れたい．
　Ｂ．石基の石英粒の形態定向配列
　先に検討された４つの標本において，同様な方法により，再結晶した石基の石英粒の定向配列が
解析された．これらの石英の粒度は，第３図に示すごとく, 0.01 n7z土で，定向配列の測定か難し
い．従って，解析結果の信憑性は，残晶石英の場合に比してうすいことを，予めことわっておく．
　標本I:　bc薄片におけるvector mean は，bcとS。の交線方向に一致し配列の度合もすこ
ぷる良い.ａｃ薄片におけるvector mean は，ａｃ面とS。の交線方向と高角度で斜交し，配列の
度合も低く統計的に意義をもたない．一方，ab薄片におけるvector mean は，L3方向と15°±の
１－
●
２
　阿武隈高原御斉所変成岩類中の変石英斑岩脈の変形　　（梅村）
－
Ｉ
IV
第３図　石基の再結晶石英のみかけの粒径の分布．
　　　　　　薄片:ａｃ，縦軸はfrequency.
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角度をなす．配列の度合は高くないか，統計的には有意である．以上のことから，歪みの主軸Ｘは
L3方向, Y, ZはａＣ面内にあるがその方向は決められない（Ｘ＞Ｙ≒=Ｚ）．
　標本Ｈ:　bc薄片，ａｃ薄片におけるvector mean の方向は，それぞれの面とS。の交線におお
むね一致するか，前者の配列の度合が高いのに比して後者は低い.ab薄片におけるvector mean
は，L3の方向に一致する．以上のことより，ＸはL3方向，ＹはａｃとS。の交線方向，ＺはS。
に垂直な方向と言える. ab, ac, be面におけ,るＡ/Ｂの値は, 1.42, 1.36, 1,72で，上記のＸ,･
Ｙ，Ｚの決定が妥当であることがうかがえる（Ｘ＞Ｙ＞Ｚ）．
　標本Ⅲ:　ａｃ薄片，bc薄片におけるvector mean の方向は，それぞれの面とS。の交線の方
向であるが，前者に比して後者の配列の度合が高い.ab薄片におけるvector mean は，L3方向
に一致する．以上のことより，短軸ＺはS。に垂直な方向，ＸはL3方向，Ｙはａｃ面とS。の交
線方向と言える. ac, be面上におけるＡ/Ｂの値は. 1.33, 2.87で，L3方向へのelongationが
大きいことかうかがえる．
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　標本IV :　ac 薄片におけるvector mean の方向ぱ，ａＣ面とS。の交線方向とおおむね一致する
が，統計的に有意でないか，もしくは，配列の度合が小さい. be, ab薄片におけるvector mean
の方向は，共にL3に一致し, vector magnitude も大きい．ぶ上のことより，ＸはL3方向，Ｙ，
ＺはａＣ面上にあるがその方向は定まり難い(Ｘ＞Ｙ＝４=Ｚ)．つまり，Ⅳの再結晶石英粒は，L3方
向へのelongationで特徴づけられる．
　ここで，石英の再結晶石英粒の形態定向配列の解析結果をまとめると，次のような点が指摘でき
よう．まず第１に，すべての標本の石英粒に共通なことは，S。への･flatteningがほとんどなく，
L3方向へのelongationが卓越することである．すなわちご石基の石英粒の歪みの主軸ＸはL3に，
Ｙ，Ｚはａｃ面内にあるかその方向が決まりにくいと言える．第２として，各標本における残晶の
石英の定向配列の特性と，石基の石英のそれとの間に対応関係か見いだせないことがあげられる．
前述のごとく，石基の石英粒の解析に際しては，特定の場所でなく任意の出来るだけ狭い領域で50
の石英粒を測定したわけであるが，粒度か小さく，残晶の場合と同様な精度は期待できない．ま
た，定向配列の解析では，上述のごとくかなりまどまった結果がえられたか，肉眼では，薄片内の
各所でかなり異なった定向配列が認められる．従って，再結晶石英粒の定向配列は，第２表に示さ
れるより一層複雑な歪み特性を示していると思える．こうした理由により，両石英の歪みの状態を
比較することは，元来困難なことである．しかしながら，現時点での知識で判断する限り，残晶石
英がS。へのflattening, L3方向へのelengationによってその歪みを規定されているのに対し，
石基のそれは，ほとんど後者のみによって支配されていると言える．
　問題になるのは，この両者の歪み像の違いを生じしめた原因である．これには，石英の粒度の違
いにより異なった変形機構が予測できること(Hara, et al, 1966).また，同一の変形作用でも，
著しい粒径の違いにより歪みの度合が違うといったことが推測されるが，現在のサンプルで知る限
り，以下のごとく，各石英粒の歪みの履歴に求めるのか最も妥当と言えよう．石基の石英粒は，L3
変形と密接な関連のある阿武隈広域変成作用によって再結晶したものであるのに対し，残晶石英
は，波勁消光や形態の変化を示すが，この再結晶作用により完全にはモザイク化をうけず，ある程
度L3変形以前の特性を保持している．つまり，前者がB3変形・変成作用を強く反映しているの
に対し，後者は，S1変形時相の歪み，さらには斑晶時の特性をB3変形によって完全に消去されな
かったと思える．
　この残晶石英の歪みと，石基の再結晶石英のそれとの対応関係は，阿武隈帯の造構造史を解明す
るうえですこぶる重要と思える．というのは，再結晶粒の歪み像が一段と明確になるなら，残晶石
英のL3変形前における歪み像を推測することか可能になると考える．つまり，S1十L3変形時相
の歪みを示す斑晶の変形から，L3時相の歪みの性質を取り去るなら，L3変形前の状態を，ある程
度，描くことが可能陵なるであろう．勿論，L3変形時相下における岩脈の方位や，産出する場の
応力状態によって，その歪みか多様化することも考慮されねばならない．さらに留意しなければな
らないことは，御斉所変成岩類は鋭角的な榴曲で規定され，S1，S1．'とも垂直に近い傾斜を示すこ
とである．このため，岩脈は，L3変形時相にS。に直角に近い方向からの圧縮を受け，S。への
flatteningを生じたはずである．従って，これまで，Sふへのflatteningを，すべてS1変形の歪
みであるかのごとく論じた点は訂正せねばなるまい．無論，SI変形のflatteningが，L3変形の
flatteningに比して，顕著である.ことは自明であるが，上記の事実は，S1変形と　L3変形の歪み
の区分が困難な作業であることを物語っている．こうした複変形は，歪みの解析に極めて不都合な
条件であるが，いずれにせよ，変形史の解明のためには，L3時相の正確な歪み像を，履歴の単純
な岩脈から求める以外にない．これには，残晶の長石や雲母などの変成鉱物が少なく，石基の石英
が均質の歪みを示す標本，軸部・翼部など応力場が推測できる標本，S。が微弱でL3が顕著に発
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達する標本，逆に，S。が顕微でL3が微弱な標本など，条件の良い標本を吟味することが重要で
あると思え名。
　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　石英のc-axis subfabric
　近年，石英のc-axis subfabric を解析するに際し七は，岩石全体の歪み像が明確になっている
ことが必須条件となってきている．上記のごとく，岩脈中の斑晶石英，石基の再結晶石英粒とも，
歪み像が明らかになったわけで，これらの歪みを考慮に入れ，石英のＣ軸の測定を行なった．目的
とするところは，歪み像とc-axisのファブリック・パターンの対応関係，残品石英粒のc-axis
　　　　　　　　　　　　　第４図　残晶石英のc-axis subfabric.
I, n,Ⅲ，IVは標本の番号．測定数, 200.
Ｃｏｎtｏｕrsご４－３－２－１％　X, Y, Zは各標本の歪みの主軸，すぺての標本においてχ= L3.
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subfabric　と再結晶石英粒それとの比較・検討，さら/には，各々の石英粒は，どの変形時相に，ど
のような機構で形成されたかを推測することであった．しかしながら，得られたデー,夕は少なく，
かつ，歪み像以上にダイアグラムは多彩で，上記の目的の事項に言及すべくもない．ただ，残晶石
英のファブリックパターンに, 2, 3注目すべき点かあるφで，躾島石英のc-axis subfabric･を中
心にして筆記する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼プ
　第４図は，残品石英のc-axis subfabric の解析結果であるレまず，S。へのflattening, L3方向
へのelongation,双方の変形特性を示す残晶石英(I. IV)のファブリックパターンから説明す
る．Ｉのダイアグラムは，歪の主軸Ｙの･近くに極大点や副極大点をもち，Ｙで交わる幅広いcross-
girdleを示す傾向がある．　それぞれのgirdleは，ＸＹ百と約60°冲角度をなす．詐のダイアグラ
ムは，Ｘ（L3）に対して高角度をなすものが多く，ｃ灘の分散はかなり強い印象を受ける．おおま
かに言うならⅣのダイアグラムは，L3を極とする不完全な幅広い’･girdleである．
　次に，顕著なelongationを示す残品石英（ｎ）のダイアグ＼ラムであ.るが，Ｘ方向への集中かほ
とんどなく，全体としてＺ（≒=Ｙ）＊方向に近い領域に.集中があり≒。Ｚ軸で交わる不完全なcross-
girdleを形成している．それぞれのgirdleは，Ｘと高角度をな,している．
　最後に, elongationに比してflatteningの著しい残晶石英べ皿）のダイアグラムであるが，Ｘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,･　・　　　　，Ｉと高角度をなすものが多く，ほぽ完全なYZ-girdle.を形成し七いる．また,ヽＸを軸とするおよそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.ノ　　　|●120°の小円が認められる． ’ト， ｀･ 卜 ’
　以上の石英は，先述のごとく，Ｉが僅かにモザイク北している以外，ぼとんど斑晶の特性を保存
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ:　　　　　1』｀そしている． これらの残晶石英と異なり，完全にモザイ’ｸの石英粒に肩換され，しかも, flattening
の著しい残晶石英＊＊（標本Ｖとする）のc-axis subfabficの結果か，第５,図に示されている．ダイ
Ｚ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　χ　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　第５図　残晶石英のc-axissubfabric.
　　　　残晶石英は,flatteningが著しく，完全にモザイ,クの石英に置換されている.･（標本,V) .
　　　　測定数,350.　ＣｏｎtｏｕrS，4－3－2－1％.　　’
アグラムは，歪みの主軸Ｙに極火点をもち，Ｙで交わるぼぽ完全なcross-girdleを形成している．
　ここで，残晶石英のファブリックパターンを整理す.るなら，豪れらは，おおまかに言って次の
＊　Ｙ≒Ｚで各々の方向を決めることは難しいか，他の標木との比較により，それらを推測することが可能
　てある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト●
＊＊　形態定向配列の解析は行なっていないか, ac> be, ab薄片での形態から判断てきる．
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　3つの型に区分できる．①歪みの主軸Ｙ，もしくはＹの近くに極大点をもち，Ｔで交わるcross-
girdleを示すもの．③歪みの主軸Ｙ≒＝Ｚの近くに極大点をもち，Ｚで交わ,るcross-girdleを示すも
の.③Ｙ Z -girdle, ないしYZ-cleft-girdle,さらには著しい定向配列を示さないもの．これだけ
のデータでは，とても歪み像とファブリックパターンとの関係を論ずることはできない．ただ，
elongationの著しい標本の示すcross-girdleの性質と, flatteningの著しい，もしくは僅かな標
本の示すcross-girdleのそれが極めて異なることは注目に値する．しかしながら, flatteningの著
しい標本（IV）でも, cross-girdleを示さないものがある．すなわち，歪みが同様であっても，フ
ァブリックはかなり異なることから，歪みとファブリックの関係に暗示的なデータはえられていな
いと言える．
　歪みよりもむしろ，残晶石英の組織に注目した場合，ダイアグラムの規則性が指摘できるように
思える．すなわち，ＶやＩの残品石英は，斑晶時の鉱物学的性格を，L3変形時相の再結晶作用に
より完全，もしくは一部失ない，モザイク化している．このモザイク化, flatteningこの２つの共
通性が, cross-girdle形成の必要条件のように思える. Wilson (1973)の研究は，こうした推測
に幾分たりとも根拠を与える．彼は，非変成のQuartziteから珪線石帯のQuartziteまで産出する
累進変成帯において，変成度と対比させながら，石英のc-axis subfabric. Quartziteの組織，石英
’粒の微構造などの変化を解析した．その折，緑泥石帯から黒雲母帯にかけて, cross-girdleを示すフ
　ァブリッグパターンを報告している．そのQuartziteは, Hattening, elongationの双方を示し，
detritalの石英と, detritalの石英の粒界で再結晶により新たに生じた石英か共存する組織を示して
いる．　このdetritalの石英を斑晶の石英に，再結晶粒をモザイクに対比するなら，このQuartzite
の条件は，上記の標本（Ｉ，Ｖ）の条件と大差ないように思える．ともかく, cross-girdleの起源
には，石英粒の変形の履歴とともに，その形成の過程が均密に関連しているように思える．
　ここで注目すべきことは，標本Ｖにみられるcross-girdleとまったく同様なfabric pattern が，
検討された標本と同様な石英斑岩において報告されていることである. Shelley 0971)は，
花肖岩の捕獲岩である石英斑岩中の斑晶(flatteningを受け，完全にモザイク化）のファブリッ
クを解析し，上記と同様なcross-girdleを示している．そして, cross-girdleの形成機構を，
rhombohedral slip を消去さすような応力場での再結晶作用に求め，その形成には，歪みよりも応
力か重要な役割を果していることを説いた．
　他方, Sylvester ・Christie(1968)は，花肖岩体のcontact aureole で累進的なflattening
を示すQuartziteから,’上記と同様なcross-girdleを報告している．特に，岩体に接近するにつ
れて, foliatonへ直角なflatteningが著しくなるにつれて，顕著なcross-girdleが見いだされる
ことを指摘した．すなわち, cross-girdleの形成機構には, foliationへのflattening,つまり歪み
が重要な役割を演じることを示した．なお，岩石の歪み像は，変形した化石や，ブーディンから確
認されている．
　ともかく，現在の段階では，残晶石英の歪みとファブリックとの対応関係は判然としないが，今
後，さらに歪みの明確で種々の組織を示す標本で･c-axis subfabric の解析を進めるなら，問題と
なっているcross-girdleの形成を支配する要因を含めて，残晶石英のc-axis subfabric を統一的
に説明することが可能になると考える．手もとの知識ではflatteningが著しく，かつ，モザイク化
する残晶の石英で，Ｙ軸に極大点をもち，Ｙで交わるcross-girdleが期待できるとしか言えない．
　次に，石基の再結晶石英の　c-axis subfabricであるか，その結果は第６図に示されている．
この図に見られるごとく，石基の石英粒は，一般に，基円に沿って極大点，副極火点をもつac-
girdle, L3 と高角度をなす極大点，副極大点をもつ　ac-cleft-girdleを描く．各標本のファブリッ
ク・パターンにおいて，基本的な差異は認められない．なお, ac-girdle, ac-cleft-girdleの極は，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
　第６図　石基の再結晶石英のc-axiS' subf abric.
I，Ⅲ，IVは標本の番号，測定数. 400.
Contours) 4－ 3－ 2－ 1％.Ａは原(1966)による．
共に，L3に一致している．前述のごとく，石基の再結晶石英の歪み像は，どの標本においても程
度の差こそあれ，L3方向へのelongationで特徴づけられており，L3変形時相の歪みを強く反映
すると考えられたが，同様に，上記のファブリック・パターンとL3との幾何学的調和性は，石基
の石英のc-axis subfabric の形成がL3時相の変形再結晶作用に:由来することを推測させる．各
標本間のダイアグラムの多少の相違は，各標本の雲母の量，歪みの僅かな相違，残晶の量などに影
響されたのであろう．言うまでもないか，第６図のダイアグラムは，残晶石英のそれらとは明確に
異なっている．この違いは，両者の歪み像の場合と同様，各々のc-axis subfabric の形成過程が異
なることに求められるであろう．つまり，すでに述べたごとく，石基の石英のc-axis subfabric
がL3変形・再結晶作用に密接に関連して形成されたのに対し，後者のそれは，斑晶石英の特性，
S1変形，B3変形といった複数の要因に規定された，従って，石基の石英のc-axis subfabricを
詳細に検討するなら，L3変形作用時のc-axis subfabric の形成機構が明確になるであろう．
　参考までに，第７図，８図に，母岩の泥質片岩，変石英斑岩脈を切る石英脈のc-axis subfabric
の結果を掲載しておく．
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　　　　　　　　　　　　　Ｂ
　　第７図　入定地域の泥質片岩中のc-axis subfabric.
A. B.入定，Ｃ．綱木，測定数, 400.
Ｃｏｎｔｏｕｒｓ．Ａ．Ｂ，－３－２－１％’Ｃ．－４－３－２－１％．
Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ
第８図　変石英斑岩脈を切る石英脈のc-axis subfabric.
　ＡはS。に平行，ＢはS。斜交する石英脈。測定数, 400,
　Contours ：Ａ．４－３－２－１％，Ｂ．３－２－１％。
Ｃ
ぶり図　泥質片岩甲の石英（Ａ）および石英脈の石英（Ｂ）の見かけの粒径の分布．薄片:ac.
　　　　　　縦軸はfrequency.標本，小綱木ご
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
　　　　　　　　　　　　　　　VI　むすぴ一今後の問題-
　この報告は，阿武隈帯y御斉所変成岩類の造構造発達史，とりわけ各変形時相における歪み像，
および，基本構造の形成機構を明らかにすることを目的とする研究の一部である．ここで扱った変
成石英斑岩脈は，御斉所地域東部のものであるが，岩脈は西部にも僅かなから分布している．周知
のごとく，阿武隈帯では，東方から西方にかけて変成度が上昇し(MiYASHIRO, 1958,加納ほ
か. 1973),基本構造の形成に関与した変形作用の性質も同じ方向へ向って変化している（梅村，
1970, 1974).従って，今後．全域の岩脈の歪み特性を検討するなら，基本構造形成（L3変形），
および，それにさかのぽる変形作用（S1変形）の歪み像がより鮮明になるとともに，L3変形時相
における歪み像の地域的な変遷が明らかになるであろう．そ･こで,上記の変成度の変化と歪み像の変
化との対応関係を論じることも可能になるであろう.いずれにせよ,基本構造形成時の歪み像の概要
を明らかにすることか，阿武隈帯の構造発達史を明快にする最善の策と考える．いまのところ，御
斉所地域では，この変形した岩脈の石英粒以外，岩石全体の歪み像を解析する材料はないと言える．
　石英のＣ軸を測定した際に，歪みの主軸Ｙで交わる　cross-girdleを示すファブリックパターン
がえられた．この標本の残晶石英は, flatteningが著しく，モザイク状の石英に置換されている．
ごうしたファブリック，歪みともほぽ近似的な報告か，スコットランドのGruachan granite 中の
石英斑岩の捕獲岩において, Shelley (1971)によって行なわれている．彼は, cross-girdleは，
rhombohedral slipを消去さすような応力場での再結晶作用によって形成されと解釈した．一方，
同様なcross-girdleは，深成岩体のコンタクトで，層理面に直角にflatteningを受けたQuartzite
中でも報告された(Sylvester & Christie, 1968).その折, cross-girdleの起源は，層理面
へのflatteningの度合，つまり，岩石全体の歪みに関連かあるとされた．このように, cross-girdle
の形成機構において，歪み，応力いずれか重要な役割を演じるか判然としないが，種々の歪みを
示す松本でＣ軸のファブリックを検討するなら，歪みとIファブリック・パターンとの対応関係の有
無，ひいては, cross-girdleと歪みの継力句も判明するかもしれない．いずれにせよ，歪みと同
様，広域に渡ってｃ軸の測定を行ない，その歪みや変成度と，ｃ軸のファブリックとの対応関係を
検討せねばならない．このことは，阿武隈帯の累進変成作用下の変形作用を解析するうえで，すこ
ぶる重要と思われる．
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　　図　版　の　説　明
第１図版―A, B, C
Ａ．変石英斑岩脈の産状．
　　母岩の泥質片岩の片理面（S1）に平行に貫入しており，片理面に平行な片状
　構造（S。）が発達している．観察地点，入定．
Ｂ．変石英斑岩脈の産状．
　　母岩の泥質片岩の片理面にやや斜交して貫入している例．左側の摺曲の摺曲
　軸に対応する線構造が，岩脈中で識別される．観察地点，小網木l’
Ｃ．変石英斑岩脈に観察される摺曲構造．
　　摺曲の形態は，黒雲母に富む層（黒色部）によって輸郭づけられている．観
　察地点，入定．
第２図版―D, E, F
Ｄ．泥質片岩と一連の榴曲を示す変石英斑岩脈．　　　　，
　　泥質片岩と岩脈のコンタクトでは，しばしば小断層がみられる．また，両者
　を切る小断層（摺曲の軸面に対応する）も存在する．観察地点，入定．
Ｅ，Ｄと同一の例．
　　左上隅の黒色部は，母岩の泥質片岩．
Ｆ．泥質片岩と共に屈曲(kink時相に近い変形）を示す変石英斑岩脈．
　　岩脈は; fractureにより細かく破砕されている．観察地点，小網木．
Plate　1
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